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「しあわせの幸子
さちこ
」 

昔
むかし

、ある町
まち
に、ひとりの 女

おんな
の人
ひと
がいました。 

女
おんな

の人
ひと
の名前
なまえ

は幸子
さちこ
です。 

幸子
さちこ
は、いつもにこにこしています。とてもいい笑顔

えがお
です。 

 

実
じつ
は、幸子
さちこ
は「しあわせの神

かみ
さま」です。 

いつも、笑顔
えがお

で、きれいな服
ふく
を着
き
ています。 

 

でも、今日
きょう
の幸子
さちこ
の服
ふく
は、すこし古

ふる
くて、よごれています 

どうしてでしょうか？ 

 

幸子
さちこ
は、みんなの 心

こころ
を知
し
りたいと思

おも
いました。 

そして、 古
ふる
い服
ふく
を着
き
て、町
まち
へ行
い
きました。 

 

幸子
さちこ

は大
おお

きな家
いえ

に行
い

きました。 

庭
にわ
にきれいな花

はな
があって、大

おお
きな犬

いぬ
もいます。 

幸子
さちこ
は、家
いえ
のまえに立

た
って、言

い
いました。 「こんにちは。」 

 

中
なか
から、 男

おとこ
の人
ひと
が出
で
てきました。 

 「あなたは だれですか？」 



 

 

幸子
さちこ

は、にこにこして言
い

いました。 

 「わたしは、貧 乏
びんぼう

です。」 

 

男
おとこ
の人
ひと
は、びっくりして言

い
いました。 

 「えっ？ 貧 乏
びんぼう

！？ 家
いえ
に入
はい
らないでください。」 

 そして、ドアを閉
し

めました。 

 

幸子
さちこ
は、静
しず
かに 頭

あたま
をさげて、その家

いえ
を出
で
ました。 

 

つぎに、幸子
さちこ
は 小
ちい
さな家

いえ
に行
い
きました。 

ドアのまえに、かわいい赤
あか

い花
はな

があります。 

 

幸子
さちこ
は、家
いえ
のまえに立

た
って、言

い
いました。 「こんにちは。」 

 

中
なか
から、 女

おんな
の人
ひと
が出
で
てきました。 

 「あなたは だれですか？」 

 

幸子
さちこ
は、にこにこして言

い
いました。 

 「わたしは、貧 乏
びんぼう

です。」 

 

女
おんな

の人
ひと
は、少
すこ
しびっくりしました。 

でも、すぐに 台 所
だいどころ

へ行
い

って、おにぎりを作
つく

りました。 

 「さあ、これをどうぞ。」 



 

 

女
おんな

の人
ひと

は、おにぎりを幸子
さちこ

にあげました。 

幸子
さちこ
は、笑顔
えがお

で言
い
いました。 

 「ありがとうございます。」 

 

女
おんな

の人
ひと
も、笑顔
えがお

で言
い
いました。 

 「うちは あまりお金
かね
がありません。でも、ごはんは少

すこ
しあります。大丈夫

だいじょうぶ
です

よ。」 

 

幸子
さちこ
は、 心
こころ
の中
なか
で思
おも
いました。 

 「この家
いえ
の人
ひと
は、やさしい 心

こころ
をもっています。 

 この家
いえ
に『 幸

しあわ
せ』をあげたい！」 

 

そして、幸子
さちこ
はその家

いえ
のまえに小

ちい
さな白

しろ
い花
はな
を置
お
きました。 

 

それから、幸子
さちこ
はいろいろな家

いえ
へ行
い
きました。 

でも、たくさんの家
いえ
の人
ひと
はドアをあけてくれませんでした。 

 

幸子
さちこ
は親 切
しんせつ

にしてくれた人
ひと
の家
いえ
のドアの前

まえ
に、小
ちい
さな白

しろ
い花
はな
を置
お
きました。 

 

夜
よる
です。 幸子

さちこ
は、町
まち
の神社
じんじゃ

に来
き
ました。 

そして、空
そら
を見
み
て言
い
いました。 

「今日
きょう

も、人
ひと

の 心
こころ

がよくわかりました。」 



 

 

そのとき、月
つき

がきらきら光
ひか

りました。 

町
まち
のあちこちで、小

ちい
さな白

しろ
い花
はな
がきらきら光

ひか
っています。 

 

次
つぎ
の日
ひ
――。 

女
おんな

の人
ひと
は起
お
きて、びっくりしました。 

庭
にわ

に、きれいな白
しろ

い花
はな

がたくさんありました。 

 

この 女
おんな

の人
ひと
は、幸子
さちこ
におにぎりをあげた 女

おんな
の人
ひと
です。 

女
おんな

の人
ひと
は、空
そら
を見
み
て言
い
いました。 

 「昨日
きのう
の人
ひと

……ありがとう。」 

 

そのとき、風
かぜ
が吹
ふ
きました。 

そして、幸子
さちこ
の声
こえ
が聞
き
こえました。 「どういたしまして。」 

 

ありがとうございました。 

このエピソードのクイズがあります。 

ぜひ、クイズにチャレンジしてください！ 

 

では、また！ 
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